
Ｑ８．今後、どのような活動を行いたい（行ってみたい）ですか（複数回答可）。 

   １．地域活動に関すること 

２．ボランティア活動に関すること 

   ３．ＮＰＯ活動に関すること 

   ４．文化・芸術・教養・趣味に関すること 

   ５．スポーツ・レクリエーション・健康づくりに関すること 

   ６．知識や技術、資格の取得に関すること 

   ７．社会的課題に関すること（高齢社会・環境・人権・まちづくりなど） 

   ８．パソコン・インターネットに関すること 

   ９．子育て・教育に関すること 

  １０．特にない 

  １１．その他（                          ） 

 

Ｑ９． さらに生涯学習を盛んにしていくため、市は今後どのようなことに力を入れるべ

きだと思いますか。（複数回答可） 

１．サークル・スポーツ団体への支援 

２．ボランティア活動への支援 

３．市主催講座の充実 

４．公共施設の整備 

５．企業・大学等との連携 

６．学習情報発信、情報提供の充実 

７．指導者などの人材育成、活用 

８．学習相談窓口の充実 

９．活動成果を活かせる場と機会作り 

１０．地域コミュニティの促進 

１１．住民ニーズの把握、反映 

１２．特に力を入れる必要はない 

１３．その他（                          ） 

Ｑ１０．その他、ご意見等ございましたら自由にお書きください。 

  

 

 

 

 

 

～ ご協力ありがとうございました ～ 

調査票 

生涯学習に関する市民アンケート 

「生涯学習」とは 

人々が生涯のいつでも、どこでも、自由に行う学習活動のことで、学校教育や生涯学習 

施設における講座等の学習機会に限らず、自分からすすんで行う学習やスポーツ・文化 

活動・趣味・ボランティア活動などにおける、様々な学びのことを言います。 

 

◆◇ 調査の目的とご協力のお願い ◇◆ 

 富士見市は、令和３年４月に「第３次富士見市生涯学習推進基本計画」を策定し、様々

な施策に取り組んでおります。令和７年度には、当該計画期間が満了することから、現時

点で、市民の皆様の生涯学習に対するイメージや市が行っている事業に対する満足度など

をお伺いし、今後の市民の皆様の生涯学習を支援していくための貴重な資料として活用さ

せていただくため、本調査を実施いたします。 

 つきましては、ご多忙の折とは存じますが、ご協力を賜りますようお願い申し上げます。 

 

 令和６年１１月 

                          富士見市長 星野 光弘 

【調査方法等】 

◆調査対象  公共施設利用者の方、アンケートフォームから回答いただける方 

 ◆調査方法  無記名アンケート方式または右記回答フォームより 

 ◆調査期間  令和６年１１月１日（金）～１１月２９日（金） 

 

【その他】 

 ◆あてはまる番号に「○」をつけてください。（ ）内は記入してください。 

 ◆この調査は、本アンケートの目的以外に使用しません。 

 ◆アンケートの回答は 1 人 1 回のみお願いします。複数の回答が確認された場合は無効

となります。 

 

 

【問合せ先】 

   富士見市教育委員会 生涯学習課 ☎049-252-7138 

ＦＡＸ：049-255-9635  メール：gakushu@city.fujimi.saitama.jp  

 

 

 

mailto:gakushu@city.fujimi.saitama.jp


 

Ｑ１．あなたの性別を教えてください。※アンケート結果の分析に使用します 

  １．男性   ２．女性   ３．回答しない 

 

Ｑ２．あなたの年齢について教えてください。 ※アンケート結果の分析に使用します 

 

10 代   20 代  30 代  40 代  50 代  60 代  70 代  80 代  90 代 

 

Ｑ３．あなたは「生涯学習」という言葉を知っていますか。 

   １．知っている   ２．知らない 

 

Ｑ４．あなたは、日頃から生涯学習の必要性を感じていますか。    

    １．強く感じている 

   ２．どちらかといえば感じている 

   ３．どちらかといえば感じていない 

   ４．全く感じていない 

   ５．わからない 

 

Ｑ５．あなたが現在行っている活動は何ですか。（複数回答可）            

   １．趣味的なもの（音楽・美術・華道・舞踊・レクリエーション活動など） 

   ２．教養的なもの（文学・歴史・科学・語学など） 

   ３．社会問題に関するもの（社会・時事・国際・環境・エネルギーなど） 

   ４．健康・スポーツ（健康法・医学・栄養・ジョギング・水泳など） 

   ５．家庭生活に役立つ技能（料理・洋裁・和裁・編み物など） 

   ６．子育て・教育に役立つもの（家庭教育・幼児教育・教育問題など） 

   ７．職業上必要な知識・技能（仕事に関係のある知識や資格の習得など） 

   ８．情報端末の使い方やインターネットに関すること 

   ９．ボランティア活動のために必要な知識や技能の習得 

  １０．自然体験や生活体験などの体験活動 

  １１．学校課程（高等・専門・大学・大学院など）での学習 

  １２．その他（                          ） 

  １３．活動を行っていない 

    

 

【Ｑ５で「13.活動を行っていない」と答えた方のみ】 

Ｑ５－１．活動を行っていない理由は何ですか。（複数回答可） 

１．仕事が忙しくて時間が無い 

   ２．家事・育児が忙しくて時間が無い 

   ３．費用がかかる 

   ４．必要な情報が入手できないから 

   ５．一緒に学習や活動する仲間がいない 

   ６．身近な場所に施設が無い 

   ７．活動内容や時間が合わない 

   ８．特に学習する必要性を感じない 

   ９．何をして良いかわからない 

  １０．その他（                         ） 

 

 

Ｑ６．生涯学習に関する情報は手に入りやすいと思いますか。 

   １．手に入りやすい（Ｑ７－１へ） 

   ２．手に入りづらい（Ｑ７－２へ） 

   ３．わからない（Ｑ８へ） 

 

 

【Ｑ6 で「手に入りやすい」と答えた方のみ】  【Ｑ6 で「手に入りづらい」と答えた方のみ】 

１．広報紙 

２．ホームページ 

３．チラシ・ポスター 

４．町会等の回覧 

５．新聞、雑誌 

６．ラジオ、テレビ 

７．知人、友人からの口伝え 

８．サークル等の集まりのとき 

９．インターネット（ＳＮＳなど） 

１０．民間情報誌 

１１．その他（          ） 

１．広報紙 

２．ホームページ 

３．チラシ・ポスター 

４．町会等の回覧 

５．新聞、雑誌 

６．ラジオ、テレビ 

７．知人、友人からの口伝え 

８．サークル等の集まりのとき 

９．インターネット（ＳＮＳなど） 

１０．民間情報誌 

１１．その他（          ） 

Ｑ７－１．どのように情報を得ていま

すか。（複数回答可） 

Ｑ７－２．情報が得られたら便利だと

思いますか。（複数回答可） 


